第１０回　施設処遇検討会議　議事録

H20.6.9　13:30～15:00

青山荘地域交流室

出席者：長谷部A.O.M・秋山S.G.M・山口碧・小笠原嘉紀・小坂和子・原佳伸・竹内一貴 ・佐々木智枝子

（欠席者：C.E.O・清水S.G.M・三浦理見・馬渡道伸・上平ユリ子・佐々木優香・向奈津美）

記　録：佐々木智枝子

議題

１：村上　元道　様（青山荘入所者様）の処遇について

２：佐藤　ミツ子　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：其田　淑子　様（青明舎利用者様）の処遇について

１：村上　元道　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

①退所に向けて

１）関係機関との調整
２）退所準備

　　　→介入方法

○障害程度区分認定の申請(6月中)

○退所後に利用する社会資源の見学と体験利用

・グループホーム(6月下旬に見学予定)

　　→他者と情報交換・一緒に活動・宿泊など

・デイケアまたはナイトケアの通所　(グループホーム後から随時)

　・うみねこ幸房　　　　　　　　　　(　　　　　〃      　　　)

・訪問看護　調整

・青明舎利用(支援内容の検討)

　　→管理人・世話人が行う支援内容を検討。主に生活リズム・金銭管理・休日等の過ごし方・社会資源の利用・体調不良時の対処(相談)を行う。

○退所後に必要となる物品の購入

· グループホームの体験利用を通じて、退所に向け必要物品をリストアップする。

· 本人と面談を行い退所に必要となるものの優先順位をつけて購入を行っていく。　

　　　②生活スタイルの乱れ

　　　１）体調管理について

２）余暇活動について

３）金銭管理について

→介入方法

      ○体調管理について

・スタッフの声がけなしで定時に起床を行うことができるようスタッフと振り返りを行い、生活リズムについての意識付けを行う。

・生活リズムを乱さないように外出などを行う程度を本人と話し合い決めていく。

○余暇活動について

・今後のグループホームの生活を想定し、自分で生活を管理する意識付けを行いオーバーワークにならない程度(外出などの頻度)を本人と話し合い検討する。

○金銭管理について

　・現在の生活では、小遣いの範囲内で生活を行う事が出来ているが、グループホームでの生活を想定した場合(実際の生活で掛かる経費や携帯電話の購入などの出費)やりくりできるのか具体的な金額を算出し、その予算内で生活を行う事ができるかどうかを本人と話し合う。

＜評価＞

　上記の問題点に加えて両親・兄の生活費を母が本人に借りに来ること、施設の担当職員に依存的になってしまいやすいこと、今後の生活の事を考え本人が先走って考えてしまう事などが挙げられた。以前、ＧＨ入居中に本人の生活リズムの乱れから金銭トラブルを招いたことがあるため、退所後も金銭管理帳を活用していく必要がある。またグループホームに入居するまでの改善策や入居してから考えられる問題点は、ケアマネジメント表を利用し入居後生活リズムの乱れや病状悪化につながらないようにサポートを徹底していく。

　

２：佐藤　ミツ子様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症、精神遅滞(ＩＱ45)　　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

1 基本的な身の回りの事が自分でできない。(保清と服用について)

→介入方法

· 必要性について本人と話し合い、目標を明確にし、継続して支援を行う。

· 掃除についてはやる時期を本人と設定し、自発的に行えない時は自室訪問し、掃除を促す。必要であれば一緒に自室の清掃を行う。

· 同じ衣類を着続けているときは、更衣の声掛けをして、洗濯を促していく。

· 服薬の必要性について易しく説明し、なぜ服用が必要なのか出来る限り意識を高める。これまで同様、時間での声掛けを継続する。

　　②他者との交流が上手く持てない。(過度に緊張して物事に対し拒否的になる。自ら思っている事を話せずストレスを溜め込んでしまう。)

→介入方法

· 緊張のあまりに会話が早口になったり、まとまり無くなることが多く、コミュニケーションが取りづらいことがある為、側について、本人を落ち着かせながら思っている事を伝えられるように支援する。

· 以前よりは集団の場に居る事が見られるようになってきた為、好きな趣味を取り入れて皆の輪の中に入っていただき、コミュニケーションを図れる機会を設定していく。

· 自ら不満や思っている事を話せずにストレスを抱え込んでしまう為、定期的に話を聞く場を設けストレスの軽減に努める。

· 施設での生活を有意義に過ごせるよう趣味の拡大をしていく。

＜評価＞

　　服薬の時間になればホールの方へ薬を取りに来る事は出来ているが、本人に全部自己管理させ

た場合、新しい環境に慣れるまで時間がかかるため、誤薬等の服薬ミスがあった場合にパニックを起こす恐れがあり服薬自己管理は難しい。塗り絵など自分の行ったことに関して評価を受けると励みになり会話が増えていく為引き続き声掛けを行っていく。

３：其田　淑子　様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：非定型精神病　　　　　　合併症：痛風、緑内障

本日担当職員欠席(退院療養検討会参加)のため次回検討予定。

